
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジュニア・フォレスター教室 2017 第 2 回 丸太の森 （撮影者 松田三一春） 

 

 

 

■ジュニア・フォレスター教室 2017 第 2 回 

ジュニア・フォレスター教室 2017 第 2回「森で暮

そう」が、7月 29日（土）～30 日（日）に一泊二日

で足柄森林公園丸太の森で開催されました。一般の参

加者は申込が多かったので 80名に絞らせていただき

ました。実際にはキャンセルもあり 64名の参加とな

りました。 

 2 日間で自然観察、林業体験、食事作り、キャンプ

ファイヤー、ナイトウォーク、リバートレッキング、

クラフト制作などを順調に実行することができ楽しん

でいただきました。詳細は活動報告をご覧ください。 

 第 3回は、10 月 21 日（土）県立秦野戸川公園にて

「森で遊ぼう」を予定しています。 

 

 

■リレーエッセイにつて 

 リレーエッセイの原稿執筆は、28期の方にお願いし

てきましたが 7月号で終わりましたので、8月号から

新たにお願いしております。県外の他の会より JFIK

に移ってこられた方にもお願いする予定です。 

 会報の原稿執筆をよろしくお願いします。 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■室内勉強会「里山ナチュラリスト入門」 

研修部会から 8月の室内勉強会のお知らせです。 

日 時：8月 18 日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：鈴置愼悟(27 期) 

参加費：500 円 

概 要：これまで 3年以上にわたり秦野の里山観察を

してまいりましたが自分なりにそこで感じたこと、気

付いたことを述べさせていただきたいと思います。原

生自然ではない、人の手が入った里山がなぜ生き物生

態系や植生が豊かなのかということから、観察ノート

やカメラ、ルーペ、双眼鏡ほか弁当、水分補給など些

細なことまでこれまでに感じたことを述べたいと思い

ます。きっと何かの役に立つかも知れません。また皆

様からそれはこうした方が良い、ああした方が良いと

いった意見を頂ければ、これからの自然観察活動がさ

らに有意義なものになると思います。 (講師記) 

 

※私たちが普段活動しているフィールドは、多かれ少

なかれ人の手が入っていると言えます。鈴置さんから、

里山の特徴や活動におけるポイントなどを話していた

だき、また、参加者とも意見を交えながら自然観察活

動について考えていけたらと思います。 

※資料準備のため、事前申込みをお願いします。 

申込み：吉原秀敏 

メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

電 話：090-2636-1381        （吉原記） 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～昆虫探索」 

公園には森林はもちろん、池や小川、あし原、草地、

石垣など様々な環境に多様な昆虫たちが生息していま

す。夏から初秋の虫たちで賑やかな四季の森公園で昆

虫探しをしませんか？ 

昆虫はもちろん、昆虫以外のクモやザトウムシ、他、

虫たちの観察を行います。 

下 見：8月13日(日)10:00～12:00 

本番当日下見：8月20日(日)10:00～12:00 

本 番：8月20日（日）13:00～15:00 

(後半の30分～1時間程度、空調設備がある会議室利用) 

 

夏休みの自由研究にも役立つような内容を含めた昆

虫入門的な観察会を企画します。特に初心者大歓迎、

皆様のご参加やサポートを宜しくお願いいたします。 

リーダー：片山篤史 

サブリーダー：松井公治 村山智    （片山記） 

 

★■鎌倉風致保存会 

○みどりのボランティア 

 8 月 2 日（水）内藤家墓地 

 8 月 5 日（土）泣塔 

 8 月 19 日（土）十二所果樹園 

 8 月 26 日（土）御谷山林 

 8 月 30 日（水）浄光明寺 

 9 月 2 日（土）十二所果樹園 

 9 月 16 日（土）回春院 

 9 月 30 日（土）御谷山林 

○覚園寺 

 8 月はお休み 

○その他のイベント 

 8 月 22 日(火)～28 日(月)鎌倉駅地下道ギヤラリー 

 9 月 9 日（土）家族でクリ拾い 

 9 月 30 日（土）お話しサロン     （広瀬記） 

 

■ヤビツの森 

8月は、月例活動はありません。次回は9月16日（土）

です。詳細は 9月発行の会報などでお知らせします。 

（吉井記） 

 

★■湘南の森 

日 時：8月 4日（金）、26 日（土） 

活動日は原則として毎月第 2金曜日と第 4土曜日で

すが、8月は第 1金曜日と第 4土曜日です。 

集 合：平塚市湘南平上部パーキング付近 10:00、ま

たは大磯駅 9：30 

参加ご希望の方はメールで吉井までお知らせくださ

い。メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp  （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

8 月 27 日（日）定例作業＋バームクーヘン作り  

（8 月 12 日（土）はお休み） 

活動予定 
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9 月 9日（土）、24日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6 日前

までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送

迎になります。             (菅原記) 

申込み：「さがみの森事務局」 

電 話：03-3868-9535、ＦＡＸ：03-3868-9536 

メール：sagami@moridukuri.jp 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希

望の方はメール又は電話で田中（真）まで事前にお知

らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 

電 話：090-1542-2154  

8 月 5日（土）、21日（月）10:00～14:30  

9 月 2日（土）、19日（火）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸チャペル  （田中（真）記） 

 

 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2017  

第 2 回｢森で暮らそう｣ 

日 時：7月 29 日（土）9:20～30 日（日）16:00 

場 所：足柄森林公園丸太の森 

参加者：子ども 55名、大人 9 名 

スタッフ：石川、梶浦、角田、片山、河野、久保、小

池、品川、鈴置、須山、中澤、西岡、野呂、福田、久

野、松井、松田、松山、村山、山口、吉井、渡邉 

村山（栄）、村山（美）、村山（木） 

公益かながわトラストみどり財団 ：1名 

看護師：1名 

概 要： 

 雨も心配される曇天の中、スタッフは丸太の森駐車

場に 8：50集合、ミーティング後 9：20より受付を開

始。2名の欠席と昼からの参加者を除いて 61名で、け

やきの広場に向かいました。けやきの広場では、かな

がわトラストみどり財団の挨拶、渡邉村長による開村

式とオリエンテーションを行いました。梶浦さんのス

トレッチ体操の後、班別アイスブレイキングで自己紹

介等を行い、観察会に出発。 

 

     ストレッチ体操をして出発 

 

 今回の観察会は木の葉に注目したものです。葉の役

目、付き方、広葉樹と針葉樹の違いを各リーダーは個々

の樹木を前に解説しました。落ち葉拾いでは大きなホ

オノキの人気が高かったようです。途中にあるあずま

やに拾った葉を持ち込んでスケッチ、木の葉に対する

興味を深めることになりました。 

 昼食後キャンプ場に移動、村長によるキャンプ場使

用上の注意と林業体験の準備をしました。林業体験は

剪定ばさみでササを中心とした下草等を伐るものです。

渡邉さんが今回の林業の意義と作業上の注意をした後、

現場に入りました。初めははさみの使い方に戸惑って

いた子供たちも、作業の終盤には上手くなり時間が来

ても｢まだやりたい！｣との声も出ました。子供ながら

数の力は強く、作業開始時とは見違える程きれいにな

ったスギ林を後にしました。 

 キャンプ場に戻り 15：00 から夕食の準備です。カ

レーライス作りはほとんどの子どもたちに経験がある

ようで、各班とも分担を決めスムーズに取り組めたよ

うです。キャンプという共同生活では、初めて会った

子どもたち同士がすぐに親しくなって、コラボができ

ることには目を見張るものがあります。 

 夕食後のやや長い休憩後、19：00 からキャンプの大

きなイベントの一つであるキャンプファイヤーです。

梶浦さん扮する天狗の火付け式から始まり、野呂エー

ルマスターの他、担当スタッフのパーフォマンスに大

いに盛り上がりました。 

引き続き行ったナイトウォークは、アンケートでも

初めての子どもが多く、大分興味を持ったようでした。

曇天のため星空観察は諦め、旧福澤小学校で角田さん

がタブレット端末でムササビを中心に説明した後、出

活動報告 
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発しました。運の良い班は複数のムササビを観察でき

たそうです。 

 翌日は昨夜からの雨もあがり、6時 30分よりラジオ

体操で 1日の開始。朝食のカートンドッグも初めての

子どもが多かったのですが、意外に手軽にできること

もありバナナとともに美味しく食べていました。 

 ややカラ梅雨気味で、昨年より大分水量の少ない中

でリバートレッキングに入りました。カワゲラ、トビ

ケラなどの川虫、サワガニ、カエル等を観察しつつ遡

上、せき堤等危険箇所にはロープを張りスタッフがガ

イドします。堰堤を登りきると相当達成感があるよう

でした。しかし中には滑って首まで水に浸かる子も。 

 

      堰堤を越えてバンザイ 

 

 けやきの広場に戻りおにぎり弁当で昼食。午後はシ

ロダモ、ミズキ、スギ等細めの丸太でネイチャークラ

フトです。のこぎりで輪切り又は斜め切りで主に名札、

コースター等を作るもの。のこぎりを使ったことのな

い子どももあり最初は多少手こずるものもいましたが、

最後は紐を通して完成させていました。 

 この後2日間の活動をアンケートと感想文にまとめ、

各班代表が発表しました。感想の中には、他班とも交

流したかった、もっと自由に活動したい等建設的意見

もあり大いに参考になりました。 

おしまいに財団より修了書を渡し、全員を丸太の森

駐車場まで引率し散会しました。     (松田記) 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて  

「天狗伝説と花咲く里山を訪ねて」 

日 時：7月 15 日（土）晴、および 19日（水）曇 

 10：00～15：00 

場 所：南足柄市 

参加者数：64名（7/15～28 名、7/19～36 名） 

スタッフ：13名[昆野、田中（真）、吉原、菅原、小池、

山路、松井、久野、坂間、西岡、杉山、鈴置、大橋] 

概要： 

大雄山線の終点大雄山駅前に集合後、順次バスにて

大雄山最乗寺に向かいました（道了尊バス停で下車）。

7/15（土）は 3斑、7/19（水）は 4斑体制で最乗寺門

前よりスタートしました。およそ 15 万本、樹齢 350

～500 年を数えるうっそうとした杉木立の中、曹洞宗

で 3番目の格式を持つ最乗寺の境内を進みます。参道

の両側には 99 万本とも言われる杉苗の寄進碑や夫婦

杉、親子スギなども。途中、鳶職の慰霊碑や傾いた灯

篭などもあり、瑠璃門より寺内に入ると壮大な伽藍が

展開します。 

境内での見どころの植物は、セッコク、ハクウンボ

ク、ヤマユリ等。残念ながら、セッコク、ハクウンボ

クは花期を過ぎていましたが、ヤマユリは今が盛りで

ちょうど見ごろ、ハクウンボクは実を観察することが

出来ました。 

 

    イロハモミジの木にセッコクが着生 

 

本堂（護国殿）、開山以来湧出するという霊泉を守

る金剛水堂、500 人力の道了が投げ出したと言われる

一擲石、境内にある唯一のお墓（松平大和の守の墓）

などを巡り、天狗に化身し最乗寺の守護神となったと

言われる道了大薩埵（だいさった）の浄域に入ります。 

天狗伝説の里にふさわしく、大天狗、小天狗像や道了

尊化身像、奉納された高下駄などが。三面大黒天前に

は樹齢 600 年を超える三本杉があり、パワースポット

としても知られています。ここで、一休みし、パワー

と共に水分補給。途中、ミヤマシキミの青い実、マタ
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タビやタマアジサイ、ボダイジュなどを観察。不動堂、

多宝塔（最乗寺最古の建物）、洗心の滝を経て昼食場

所へ。 

昼食後は碧落門を出、了庵慧明（りょうあんえみょ

う）禅師が大雄山の開山を発願したとされる座禅石、

和合の杉、袈裟掛けの松を経て「花咲く里山」のコー

スへと向かいました。   

ここからは木立の中の心地良い散策コースで、ウリ

ノキ、オトメアオイ、ミツバなどを観察。また、ミョ

ウガとヤブミョウガの区別も確認、最乗寺の墓地を過

ぎるとカゴノキの大木、ビロードモウズイカやセイヨ

ウニンジンボクの花々も。 

なお、7/15（土）は晴天で、このあたりから陽を遮

る木々もないため、ちょっときつい行程となってしま

いましたが、インドハマユウ、アゼムシロ（ミゾカク

シ）、アキノタムラソウ、ホルトノキなどの花たちに

も出会うことが出来ました。また、花の時期ではあり

ませんでしたが、フェイジョアや、この地域ならでは

のザルギク、ダイユウザクラにも。 

 

      フェイジョアの果樹園 

 

最後は、大雄山最乗寺よりも起源が古いとされる南

足柄神社に立ち寄り、イチイガシを観察し、大雄山駅

へと向かいました。 

ちょっと花の少ない時期ではありましたが、大雄山

最乗寺のうっそうとした杉木立や壮大な伽藍群、緑の

中の「花咲く里山」の散策と、夏の一日を楽しんでい

ただけたものと思います。 

なお、今回は昆野さんがチーフリーダーとなって、

本コースを企画してくださいました。 （小池記） 

 

■室内勉強会「海辺の植物」 

日 時：7 月 21 日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：吉原 秀敏（23期） 

参加者：守屋、清水(長)、清水(好) 以上東京会 3

名、鈴木(康)、河野、西岡、久野、辻、中澤、小池、

山路、大倉、佐藤(憲)、山口(久)、大橋、梶浦 以上

JFIK 13 名 合計 16 名 

 日本列島の地球上における位置、海流との関係など

から日本の海浜植物の特性についてスライドを使って

の丁寧な説明がありました。 

 海岸の環境と植物の特徴として、第一に強い塩分が

あげられます。これに対して植物は、塩分を過剰に体

内に摂取しないよう様々な工夫をしているようです。

第二に海浜での強い太陽光や潮風に対しては、日照を

うまく反射したり塩分吸収をしないようにし、第三の

特徴である強い風に対しては、背丈を自在に変化させ

たり茎を地上に這わせ埋もれても葉を砂の上に出すな

ど対応しているようです。 

 ここで最近判明した事実を紹介していただきました。

それは、ヨシに関するもので根が塩水を吸収してもそ

れを茎・葉に循環させることなしに根から直接排除す

る仕組みの発見です。この仕組みをつかさどっている

遺伝子が判明すれば耐塩性のイネの開発につながると

いうことです。 

 次は、海岸の立地と植物ということで塩分の多い湿

地等の植物【塩生植物】、砂浜や礫浜の植物【海浜(礫

浜)植物】、岩石海岸の植物【海岸崖地植物】などの紹

介がありました。この中では、葉っぱが塩分を含んで

いて食べるときにドレッシング不要というものに興味

が湧きました。 そして種子散布の特徴です。海流散

布を選択した植物は種子を大きくしてなおかつ軽くし

水に浮くようにしています。そして大事な種子を海水

から守るため硬い殻をもっているようです。この辺り

は、講師が収集された種子サンプルをじかに触って確

認することができました。海流散布から地球規模の海

流の動き、それを踏まえた相模湾内の海水の流れ・動

きを説明いただきました。 

最後に佐島マリーナに隣接している天神島臨海自然

教育園の紹介がありました。ここは、ハマユウの北限、

ハマボウの東限であり、塩生植物群落として神奈川県

の天然記念物に指定されています。ここを訪れる人々
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は、海浜植物との厳格な付き合い方を要求されるそう

です。減少しつつある海浜植物の現況とその保護の方

向について考えるとともに話が進みました。 

今回の講義は、海辺の植物を包括的に理解するうえ

で画期的な内容であると感じました。講師の吉原さん、

ありがとうございました。      （梶浦記） 

 

 

■野外研修会「富士山まなびの森」 

日 時：7 月 25 日（火）10:10～15:00  曇/霧雨 

場 所：富士山まなびの森（住友林業） 

参加者：菅原（リーダー）、佐藤（コーディネーター）、

伊東、角田、小池、久野、福田、辻、吉原、和田、吉

井（11 名） 

御殿場駅に集合した参加者は車で出発、途中から霧

雨に変わった中を標高約 1200 メートルにある富士山

学びの森へ到着した。 

ここは1996年の台風17号により壊滅的な被害を受

けた国有林 90ha を住友林業が自然林復元事業に取り

組んでいることが紹介された。ブナ、ミズナラ、ケヤ

キ、シナノキ、イタヤカエデ、ヒメシャラなどの巨木

および、チドリノキ、ミツデカエデ等のカエデ類が多

く見られた。攪乱地での実生苗の成長の様子、日当た

りの違いによる下草の生え具合を知ることができた。 

落雷または強風によるとみられる裂けた大木があり、

自然林の中での樹木の更新の一端を知ることができた。

アシグロタケなどのキノコも多く見られたが、野鳥観

察には天候があまり良くなかったのが残念だった。 

帰りに訪れた裾野市立富士山資料館では富士山の成

り立ちの説明資料、富士山に住む動物のはく製や明治

時代に捕獲されたオオカミの頭骨、富士山の神域をめ

ぐる訴訟資料、せんばこきやとうみなどの農具、民具

が展示され、学びの森の自然観察と合わせて富士山を

知ることができた。午後 3時過ぎ、御殿場駅で解散し

た。                 （吉井記） 

 

      霧雨の中、大木を眺めた 

 

 

      ナツボウズの実が色鮮やか 

 

 

       出発点に戻ってきた 

 

■四季の森公園「ヤマユリ観察会報告」 

日 時：7月 16 日（日）13:00～14:30 

場 所：四季の森公園園内 

参加者：42 名（聴覚障がい者 3 名を含む）、手話通訳

1名、公園から小野澤副所長、JFIK 品川、松田 

概 要：猛暑の中、全く冷房設備を使わずに、ヤマユ
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リ観察会を開催しました。40 名近くの参加者を概ね二

つのグループに分けて、それぞれ園内を歩き、ヤマユ

リに触れ、匂いを確認して体感していただきました。

初めに北口の前でヤマユリの概要を昨年の観察会を思

い出しながらクイズ形式で問いかけてみましたが、流

石にヤマユリ愛好家が多いせいか、あちこちから正解

の声が挙がりました。20 分ほどでクイズを終わらせ、

蛍橋を渡って本物と対面し、葉や茎、雌しべや花弁に

触れて感触や匂いを体感していただきました。特に今

年はヤマユリからカサブランカ創出の文章表現を見つ

けたので、これに従ってカサブランカの家系図を描い

て紹介しました。その家系図は下図のとおりで、カサ

ブランカは、そのおじいさんかおばあさんがヤマユリ

に当たることが理解できると思います。 

 

カノコユリ × ヤマユリ 

      ↓ 

    交配種 × タモトユリ（口之島固有種） 

        ↓ 

      カサブランカ × カノコユリ 

             ↓ 

           スターゲーザー 

 

 ため息がでるほどに魅力的なヤマユリの前を去りが

たい参加者の様子が記憶に残ります。暑い中、お集ま

りいただきありがとうございました。  （品川記） 

 

 

下見で選んだ観察用のヤマユリ 

 

 

手話通訳者と参加者 

 

■四季の森公園 

里山アカデミー「野草ガイド入門講座」第 2 回開催 

日 時：7月 2日（日）:10:00～15:00 

場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：受講生 19 名（2 名欠席）、公園から小野澤副

所長、JFIK 角田、福田、品川 

概 要：今日は欠席 2 名で、受講生 19 名が参加いた

しました。午前中の角田講師からは話題の電子図鑑の

使い方が紹介されました。野鳥の声だけが電子化され

た図鑑や植物図鑑1冊まるごとが電子化されたものや

絶版の図鑑を電子化したものなど、実用化がまだ遠い

ことと思っていましたが、既に定価 100 円台の商品も

あって、今後の展開が期待されます。午前の残り時間

で、福田講師がテキストの流れに沿って植物の葉と根

の解説がありました。 

 

   角田講師による「植物図鑑の選び方」 
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   福田講師による「里山アカデミー」の講義 

 

昼食後は、園内の見どころを順に巡って、野草ガイ

ドの説明実践を行いました。午後の観察実技の指導を

行った植物は次のとおりです。ヤマユリ、オカトラノ

オ、ヒヨドリバナ、夏緑性シダ、アフリカハマユウ、

オオバコ、ニワゼキショウ、イモカタバミ、シロツメ

クサ、カタバミ、タチアオイ、コバノカモメズル、ア

シ、ヤブカンゾウ、ノカンゾウなど。  （品川記）。 

 

■山こい倶楽部第34回「金時山」 

開催日：7月23日（日） 

参加者：和田（リーダー）、松井、久保、梶浦、坂間、

山路、境、辻、田口、引田、吉原 

行 程（予定コース）：箱根登山鉄道箱根湯本駅(バス)=

明神平バス停〜火打石岳〜うぐいす茶屋・昼食〜金時

山〜林道金時線〜足柄駅（歩行距離：約15ｋｍ） 

概 要：明神平でバスを降車。和田リーダーから本日

のコースと注意事項などの説明がある。登りのコース

は、一般のハイキングコースではなく、道が分かりに

くい箇所があるので、観察に夢中になり遅れて迷子に

ならないように！などの注意がある。登山道までの道

の両側には、ヤマユリが花を咲かせ甘い香りが漂う。

別荘地から登山道に入るが、案内表示がない。と思っ

たら、表示板が下に落ちている。道は細いし、スギの

小枝が散乱し歩きにくい、途中も迷いそうな場所があ

るが、リーダーからの注意が行き届く。その先には、

ヒメヤブラン、ウツボグサ、オカトラノオ、モミジガ

サ、シロバナイナモリソウが可憐な花を咲かせる。木々

の梢あたりから、ヒグラシとエゾハルゼミの鳴き声が

降り注ぐ。生育範囲が限られているオトメアオイも見

られる。 

道の両側にササが多くなってきた。最近、ササ刈り

取ったあとがあり歩きやすい。１週間前に下見の3人

で刈ってくれたとのこと。幹事の心遣いと努力に感謝

しながら歩くと尾根道に出た。ここのところ好天で暑

い日がつづいていたが、この日は、曇りで霧も出てき

た。展望は望めないが、天然のミストの中を気持ちよ

く歩く。チダケサシのピンクの花やトチバニンジンの

赤い実が目立つ。 

火打石岳から矢倉沢峠のウグイス茶屋に到着、ここ

で昼食。雨がポツポツと降り始め、強くなってくる。

金時山まで登る予定であったが、今回は無理をせずに

ここから下山することにした。バス停までの道にもヤ

マユリが目を楽しませてくれ、楽しい山行でした。 

（吉原記） 

 

        笑顔がいいね 

 

 

         ヤマユリ 
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■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

日 時：7月 1 日（土） 雨で中止         

場 所：御谷山林 

日 時：7月 8 日（土）曇 

場 所：朝夷奈切通し 

参加者：10 名（JFIK１名、松尾） 

今日も蒸し暑い一日。切通しは日陰が多く流れもあ

るので少しは涼しいです。草刈、古損木の整理に汗び

っしょり。暑くてもハイカーはそこそこ通ります。今

年は雨が少なく三郎滝は迫力なしです。 

日 時：7月 15 日（土）曇、時々晴 

場 所：北条常磐亭跡 

参加者：14 名（JFIK１名、広瀬） 

結構広い草原が上下 2段、年 2回の草刈ではとても

追いつきません。今日は人数も少ないので刈り払い機

を総動員、ほぼ刈り終えました。立派なヤグラもあり

綺麗にして置きたいのですが継続するのはなかなか大

変です。 

日 時：7月 22 日（土）曇 

場 所：建長寺回春院 

参加者：57 名（JFIK2 名 松尾、広瀬） 

 今日は鎌倉高校の若者 7人、ゴールドマン・サック

ス社30人と若い人達で賑やか！3班に分け長い山道の

両脇のササ、灌木を刈ってもらいました。上部はあま

り手が入ってないので刈りごたえ十分？国際色豊かな

力持ちで殆どの部分が片付きました。 

 アシナガバチの巣を落として刺されるハプニングも

ありましたが皆で例により十王岩の展望を楽しみ、冷

たいお茶を頂き、暑さにもめげず鎌倉散策に出かけた

ようです。 

日 時：7月 29 日（土）曇 

場 所：十二所果樹園 

参加者：12 名（JFIK2 名 松尾、広瀬） 

 9 月に例年の行事”家族で栗拾い“があります。ク

リの下刈りの開始です。斜面ですから下からはもう背

丈を超えるススキなどに闘いを挑みます。８月中には

刈り終えねばなりません。それにしても近年、草の成

長は早くなったように思います。     

  

 

 

 

○覚園寺 

日 時：7月 27 日（木）曇 

参加者：JFIK5 名 黒川、椎野、広瀬、松尾、山路） 

 先月残した駐車場の一部とサクラ植栽地の残りの草

刈です。先月も書きましたが 8 月 10 日の黒地蔵盆の

駐車のためです。手慣れた 5人で頑張るととても仕事

が進みます。今年はヤブジラミが凄く増えた様で、ズ

ボンにびっしり！ 

〇その他のイベント 

お話しサロン 

日 時：7月 29 日（土） 

演 題：「地球温暖化、どう向き合う」 

演 者：坂間至朗さん(森林インストラクター神奈川会) 

 坂間さんは自己紹介で趣味は家庭菜園と電気自動車

と話されました。今世界が直面する優先課題の一つ、

地球温暖化問題。一個人として何となく心配な課題で

すが個人として何をしなければならないか今日明日の

問題として認識できない課題です。まず、温暖化の現

状を世界の映像で紹介され改めて問題の大きさを意識

させられました。 

 〇今何が起こっているのか？ 〇今後どうなるの

か？ 〇世界はどう動くのか？ 〇何をすれば良いの

か？と順序立ててお聞きし段々と理解が増してきます。

世界の温暖化対策、パリ協定に全世界の国が参加を表

明したことは例のない事だそうです。 

 その後トランプさんの離脱の話がありますが人類は

この難局に対応しなければなりません。それは人間の

技術、人類の英知であり又各家庭の緑のカーテンの様

な小さい行動の積み重ねが大切な様です。坂間さんの

趣味、家庭菜園は自給自足のエコ生活、電気自動車は

温暖化ガス対策だったようで自ら実践され模範となる

方でした。（この記録は花本記）  （全体は広瀬記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：7月 8日（土）10：00～15：00 晴 

参加者：JFIK7 名、湘南の森 5名 

作業内容：人丈を超えるまでに茂ったススキなどを鎌

で切り払いました。カナカナが泣き始めました。 
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ススキ刈り 保護ネットが現れました 

 

 

作業後、スイカでささやかな涼をとりました 

（吉井記） 

 

■湘南の森 

7 月 1回目 

日 時：7月 14 日（金）10:00～15:30 晴 

参加者：11 名、うち JFIK 会員 3名 

活動内容： 

アメリカセンダングサなど夏草の生育が旺盛でその

刈り取りやツル切りを行った。 

 植樹した周辺の雑草やツル切り、ハイキング道脇の

雑草刈り込みを行った。 

 ヤブランの株の更新を目的に１月に刈り払い機で古

い株を試験的に刈り込んだ部分は、新芽が出て成長を

始めたものの雑草の勢いの方が強く、新株が全面的に

被覆され生育が脅かされる状態となったので、緊急に

手刈りで雑草を除去して新株の生育・開花を図ること

とした。             （田中（文）記） 

7 月 2回目 

日 時：7月 22 日（土）10:00～15:20 晴 

参加者：11 名、うち JFIK 会員 2名 

活動内容： 

「アシボソ」の穂が出る前に刈払い機で刈り取りを

行った。アジサイの剪定のやり方のレクチャーを受け、

参加者全員でアジサイの剪定作業を行った。アジサイ

剪定の作業後は全体的に背が低くなり、株が見えてす

っきりした。 

ハイキング路のテーブル周りの除草をして歩きやす

くした。 

中学生のユースボランティアが 1 名参加、午前中、

木や植物のこと等の説明を受けた。 午後は一緒にア

ジサイの剪定や片付けの作業を行った。 

（湘南の森 高野、吉井記） 

湘南の森の活動報告、予定や写真は次のホームペー

ジをご覧ください。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

 

■フォレスト 21「さがみの森」 

日 付：7月 23 日（日）曇  

連日猛暑が続いているが、当日も曇り空ながら朝か

らじっとりする蒸し暑さだった。その暑さにもめげず、

一般の初参加者 2 名を含む 16 名が定例活動に参加し

た（JFIK は菅原）。  

夏の定番の下草刈、除伐、ツル切り等 4名ずつぐら

いに分かれ作業を行い、私たち 4名は、込み入ったり

曲がったりしたヒノキの間伐作業を行った。倒す方向

を定め、木にロープをかけて引っ張って倒す。まず倒

す側に直径の 3分の 1位まで水平にノコを入れ、その

斜め上から切り落として三角の受け口を作る。反対側

から受け口の高さ3分の2程度まで中心にノコを入れ、

完全に切り離す前に頃合いを見てロープを引っ張って

倒していく。込み入った場所では他の木の枝にかかっ

てなかなかスムーズに倒せない。又倒れた時に反動が

あり思わぬ方向にはねたりするので慎重をようする作

業だ。倒した木は枝を払ってある程度の寸法に切り、

斜面に土壌流失を防ぐため平行になるよう木の根元に

並べる。午前中、直径 20 ㎝程度のヒノキを 3 本間伐

でき、久しぶりにヒノキの香りも堪能した。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
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午後はぽつりぽつりと雨が降り出し、1 本を間伐し

て早めに作業を終了した。土場には見事なサンショウ

が例年通りたわわに実を付けていた。少しだけいただ

き家に帰って早速あく抜きをして保存した。チリメン

ジャコと煮たり、冷や奴の付け合わせやキャベツの浅

漬けに混ぜたり、いろいろな料理のアクセントとして

も利用できる。さがみの森から頂く楽しみの一つだ。

さがみの森では除伐、間伐、枝打や道具の手入れ方法

等、保全作業すべてをベテランの方たちから学ぶこと

ができる。又四季折々の植物、野鳥の種類も多く、山

の恵みも豊富でいつも楽しませていただいている。 

                  （菅原記） 

 

■名瀬谷戸の会 

 写真を中心にして作業状況などをお知らせします。 

作業1回目 

日 時：7月1日（土）10:00～15:00 

参加者：37名（JFIK13名、一般16名、横浜メダカの会

7名、見学者1名） 

作業内容：林床植物調査、久右衛門邸散策路の竹垣と

階段補修をやった。横浜めだかの会は、池の水の干上

がりの対策などを実施。 

 

 

     竹垣作りのやり方を確認 

 

 

     階段補修のタケを用意した 

 

 

       階段を補修した 

 

作業2回目 

日 時：7月18日（火）10:00～15:00 
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参加者：18名（JFIK10名、地元8名） 

作業内容：前回・前々回に引き続き、久右衛門邸の横

の竹林散策路の竹垣や階段の補修等を実施。同時に、

池の傍に中古の物置を設置。午後は、ゾーン6のフォ

ローアップ研修会・作業方針の確認を実施 

 

     作業前に集合写真撮影 

 

 

       物置を設置した 

 

 

     フォローアップ研修の様子 

                   （福田記） 

 

 

シカと森とオオカミと 

17 期 白木 登  

昭和40年代の丹沢では時折シカを見かける程度で、

身近に野生動物が見られると喜んでいたものだ。西丹

沢の桧洞丸付近では霧が立ち込め鬱蒼とした道を歩い

た記憶がある。表丹沢ではシカによる植生の被害が広

がり、このままでは森がダメになると思い獣害につい

て調べてみると、頂点捕食者がいないことが原因の一

つではと考えられた。 

 

丹沢・大山北尾根・2016秋 

 

シカは一時絶滅状態になるほど減少したが、保護政

策が取られたこと、林業の衰退、過疎地の拡大、温暖

化等で生息域を広げていった。地域のハンターは過疎

化と共に減少し狩猟圧が下がり、増加に繋がったと思

われる。シカは毎春 1頭を出産し、その仔ジカは 2年

で出産できとても繫殖力が強い。年に 20％ずつ増加し

4 年で倍増するのである。シカは四つの胃を持つ反芻

動物で林床植生を餌としているが、少なくなればその

旺盛な消化力で落ち葉、樹皮まで食し剥皮された樹木

は枯れていく。適正密度は 2～3 頭／k ㎡で 10 頭を超

えると植生は荒れてくると言われている。面積約400 k

㎡の丹沢ではどうだろうか。推定生息数は 5,000 頭位

で 12.5 頭／k ㎡となり 5 倍ほどの密度になる。対策

には防護柵があり、県ではこれまでに 700km を設置し

丹沢を 9周する長さにもなっている。もう一つの対策

はハンターによる駆除だ。狩猟は通常 11月から翌年 2

月頃までの日の出から日没までだが、管理捕獲はその

範囲だけではない。しかしハンターは 20 年前に比べ

リレーエッセイ 
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3,200 人に半減し、内 70％が 60 歳以上で減少が続い

ている。シカの増加に捕獲が追いついていないのが現

状だ。この防護柵設置の補助金や管理捕獲の報奨金に

は税金が使われており、被害は高止まりで推移し費用

は年々増加している。このように人が管理を続けてい

く事は多大な労力と費用（主に税金）をかけ続けなけ

ればならない。 

○オオカミのこと・・・ 

明治以前には各地にオオカミがいた。田畑を荒らす獣

を捕食するのでその昔、農民にとってはありがたい存

在で「大口の真神」と呼ばれ共存していたという。明

治の頃に牧畜のウマやウシを襲うので一転して「害獣」

とされ褒賞金をかけられ、ワナ、薬殺、銃猟等で駆除

され絶滅した。餌があれば家畜を襲う事はなかったが、

餌であるシカを人間が人間の都合で過剰に獲ったのが

原因の一つだと言われている。オオカミは餌動物の量

にもよるが 50～1,000 k ㎡のテリトリーをパックと呼

ばれる家族群を 2～10 数頭で構成する。肉食で主にシ

カ等有蹄類を獲物とする。 

○海外では再導入と保護・・・ 

その駆除を先導したアメリカはオオカミを 70 年ぶり

に復活させた。それはなぜか。1926 年に絶滅してから

50 年後、1970 年代に復活が提唱された。エルク（ア

メリカアカシカ）による植生の破壊が進みイエロース

トーン国立公園ではカナダからの自然移入では修復が

間に合わないと、約 20 年かけて国が牧場主、ハンタ

ー等と協議を重ね 1995～6 年に 31 頭のオオカミが再

導入された。当時、16,000 頭ほどいたエルクは 2010

年に 4,000 頭ほどになり、復活後 20 年経った今植生

は甦りコヨーテが減ってビーバーが増え､川幅は広が

り水生生物も増えてきた。オオカミは 90 頭前後で推

移している。オオカミ復活だけが原因ではないと思う

が 20 年経って生態系が回復した事は喜ばしい出来事

である。日本では再導入する話すらないので、アメリ

カに比べ 40 年以上の遅れがあると言える。 

ヨーロッパではどうだろうか。1970 年代までヨーロッ

パ以外からのオオカミは駆除されていたが 1979 年 EU

ベルン条約により政策が変わり保護されるようになっ

た。ドイツ東部ラウジッツ地方ではポーランド側から

オオカミが入り今やデンマーク、イギリスを除くヨー

ロッパ全土に広がっている。森林率 67％の日本と比べ

ドイツは森林率 20％、原野率 23％であり、5～10万人

の集落が点在している中で住民とオオカミは共存して

いるのである。ドイツでオオカミがいる事に対する意

識は、クマに対する日本の感覚に似ている。 

 

ドイツ東部 ラウジッツ地方 

 

○どうすればいいのか・・・ 

オオカミを再導入することはシカを減らすことによっ

て、生態系のバランスが安定する事を目指している。

裸地化された山の植生が回復し、河川等への土砂流入

も最小限になり森林本来の機能を発揮させることがで

きるのである。それによって生物多様性の高まりも期

待できる。荒廃する日本の山野を守るため他に方法が

あればオオカミにこだわらないが、今のところオオカ

ミの再導入がより良い選択だと思っている。 

○引用・・・ 森涼子著「グリム童話と森」から 

「強靭なる再生力」という特性は森で生まれた。森の

保護により民族は若返ることができる。森を失った民

族は、森へと戻り民族の力を取ってこられないので、

死に絶えるしかない。 

ヴィルヘルム・H・リールの思考要約 

 

 

 

 

※次号（9月号）のリレーエッセイ執筆は、 

18 期の杉山正夫さんの予定です。 

 

 

 

 



JFIK 会報 2017 年 8 月号 

- 14 - 

 

 

 

植物はそこまで知っている 感覚に満ちた世界に生

きる植物たち 

 

植物の生態をみると驚かされることが多い。花の形、

花の色、花粉の運び方、種の散布などその進化には、

植物は長年に渡って考えてきたと思われる。本書では

その感覚をヒトと比較してどのように検知され、その

情報を処理されるかを考えている。そこで視覚、触覚、

聴覚、位置感覚、記憶、嗅覚（味覚）を考察している。 

１．植物は見ている 

 周囲の光を監視して、細胞を分裂させている。 

２．植物は匂いを嗅いでいる 

 植物には嗅覚神経も信号を解釈する脳もない。しか

し、植物は大気中の揮発性物質を検知し、その信号を

生理的反応に変換している。これは嗅覚と考えていい。 

３．植物は接触を感じている 

 オジギソウは接触されると電気的な活動電位を発生

させ、それが葉全体に放散して葉をいっせいに閉じる。 

４．植物は聞いている 

 植物は動くことができないので、聞くという感覚を

進化の過程で獲得しなかったようだ。 

５．植物は位置を感じている 

 植物は上下逆さまになっているかを知っており、枝

葉の位置を絶えず確認している。「根は下へ、芽は上

へ」伸びるのは重力を感じているからだ。 

６．植物は憶えている 

 春になって花が咲くのは、寒い気候を一度経験した

ということをほかの条件がそろうまで忘れないように

しておく方法が必要である。これにはエピジェネティ

クスが関係している。 

 以上から、植物は感覚入力に対して本能的に対応す

る部分はありそうだ。そのことを思いやってやること

が大切なことに思える。（獏） 

 

（注）エピジェネティクス：遺伝子の DNA 配列は変えず

に遺伝子の活性状態だけを変え、しかもその変換を親か

ら子に伝える働きのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月間ブックレビュー 

ダニエル・チャモヴィッツ著 

矢野真千子訳 

河出文庫 

800 円＋税 
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会員異動 

＜7月度の会員異動＞ 

7 月 31 日現在会員数 157 名 
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全国各地で記録的な集中豪雨との

ことですが、県内のダムの貯水率は

かなり低いそうです。早く回復して

ほしいものですね。 (松山) 

このところ子供達と接する機会が多

いです。7 月は園児や小学生などと 2

回の 1 泊キャンプをやりました。自

然を通して、逞しく豊かに育ってほ

しいと思っています。(福田) 

編集後記 

ヒマワリ(2016.8.12 座間) 

レンゲショウマ (2016.8.19 御岳山) タマアジサイ (2016.8.5 四季の森公園) 
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4 5 6 満月 7 白露 8 9 10
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月

18 敬老の日 19 20 彼岸 21 22 23 秋分の日 24

25 26 27 28 29 30 1

10

2 3 4 5 6 満月 7 8 寒露

月

土月 金

四季の森公園）下見

室内勉強会 鎌倉）十二所果樹園

2ヶ月 予 定 表　 2017年8月7日～10月8日
日火 水 木

日

四季の森公園）昆虫探索
北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 湘南の森）定例作業
鎌倉）御谷山林

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業

月 火 水 木 金 土

鎌倉）淨光明寺 名瀬谷戸の会
鎌倉）十二所果樹園

湘南の森）定例作業 さがみの森）定例作業

室内勉強会 ヤビツの森）定例作業
鎌倉）建長寺回春院

四季の森公園）野草ガイド入門講座

四季の森公園）下見

日

四季の森公園）身近なクモ
北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 湘南の森）定例作業 さがみの森）定例作業

月例会 鎌倉）御谷山林
鎌倉）お話サロン

月 火 水 木 金 土

名瀬谷戸の会
鎌倉）東勝寺跡

四季の森公園）下見


